
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アレナ・ノヴィー

ジャンク

ステーシー

タナトス

幸福

14

煉獄

9
鳥篭の鳥

幸福の時

出会い

戦争

写真

学校

決起

閉じ込められている小鳥がかわいそうで。あなたは、籠の中の小鳥を逃がした。今のあなたは、死なない体に閉じ込められた小鳥。いつか誰かが哀れみ、逃がしてくれるだろうか。

ああ、幸せ。こんなに幸せでいいのかな。終わるのがこわいくらいの幸せ。夢じゃないかと思うくらいの幸せ。そう。あなたの中にある夢のような記憶。けれどそれは、「あった」のだ。

出会いは突然だった。味方の輸送機が、味方のトラブルで、味方の街に落ちた。それで、大爆発がおこって、街が、一つ無くなった。「ピーター、何か見つかったか？」「何もないぜ。あるのはガラクタと死体だけだ。・・・これほどとは思ってなかった。ヘレン、そっちは？」「こっちも死体だらけだ。我が軍が原因の事故の調査なんて、気が滅入るばかりだ」「まったくだぜ。この死体、全部俺達が殺したようなものだからな・・・」仲間達が、輸送機と街の残骸を調べながら言った。ふと、視界の隅で何かが動いた。近づいて、いくつか瓦礫をどけると、中から出てきたのは一人の少女だった。・・・それが、ニノとの出会いだった。

仲間から、味方の輸送機が落とされたことを聞いた。その輸送機には、私達が明日使うであろう弾薬が満載されていて、それがなければ明日から生き残ることが出来ないだろう。「落ちたところまで拾いに行こうぜ」「無駄だよ。落ちた所の街、町一つ消し飛んだんだろ？全部やられちまってるよ」「けどよ、万が一ってこともあるだろ。もうランチャーの弾はカラだし、拳銃の弾も持ってあと3日だぜ」いつもの事ではあるが、同じチームのピーターとヘレンは、半ば不安な雰囲気を出しながら、お互いに軽口を叩いていた。「俺達の殺した死体の顔も見れるかもしれないぜ」「あれだけ燃えてるんだ。どうせ炭しかみつからないさ」と、二人の不満の声を聴きながら、私はそれでも支度をするように二人を促した。「行くなら急ごうぜ。最近は敵も味方もアンデッド兵を作り始めたって話だ。巻き込まれるのは面倒だぞ」「そうだな。・・・俺達も死んだらそのアンデッド兵に変えられるのかな」と、二人ともどこか沈んだ様子だった。

その写真は、ここに初めて来たときの写真だ。私と、ピーターとヘレン。3人が初めて出会って。一緒に写真を撮った。今だからわかる。まだ、3人ともどこか表情が硬かった。写真の背後に、街のようなものが写っている。・・・そうだ。ここは昔は池ではなかった。ここに、巨大な輸送機が落ちて、街が一つ無くなって、大きなクレーターが出来た。あれから雨が沢山降ったのだろう。今ではクレーターも消え、巨大な湖になっている。

街にある、学校。そこに通う子供を見ていると、なんとなく惨めな気分になった。私は、物心ついたころから戦場にいた。銃を抱いて、組織の命令のために戦っていた。・・・だから、この町に配属されて、同じくらいの少年兵、ヘレンとピーターと出会って、初めて友情に似た感情を覚えた。

ニノを引き渡せ、と軍上層部の通達があったのは一週間ほど前。そんな奴はいないと報告を送ったのは、3日ほど前。そして今、目の前には味方のはずの軍がトラック2台分ほど目の前にいた。「どうする、そいつを引き渡してしまえば俺たちは助かるんじゃないのか」と、ピーターは銃のマガジンを点検しながら言った。「そいつは名案だな。俺たちは今後もあの軍隊の一部として生きていくんだ」と、ヘレンはランチャーの照準を調整しながら言った。「一つ問題があるとすれば、あの軍隊として生きていかなきゃならないことだな」「そうだな。俺はそろそろあいつらに別れ話をしようと思っていたところなんだ」そして、私達3人は互いに視線を送ると、遮蔽から飛び出し、トラックをそして乗っている兵員に向けて引き金を引いた・・・そういえば、ニノにはっきりと言っていなかったな、と、急に飛び出してから頭をよぎった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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惨劇の為の前奏曲（プレリュード）

痛み忘れた狂想曲（カプリッチオ）

美談の受難曲（パッション）

死への追走曲（カノン）

死なない者達への鎮魂歌（レクイエム）

のうみそ

めだま

あご

古風な諧謔曲（スケルツォ）

先陣切る者への奏鳴曲（ソナタ）
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煌めく星たちの五線譜（ステイブス）

極彩色ノ鳥

読めない認識票
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勇み足の托卡塔曲（トッカータ）
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攻撃判定において、パーツ全損の箇所1つにつき修正＋1。

パーツを損傷してもターン終了まで使用可。

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。

損傷している基本パーツ1つ修復。

白兵攻撃マニューバ出目＋1。
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肉弾攻撃１

最大行動値+1。

誰かに対して移動1。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃1+切断+連撃1。

たからもの。名前はまだない。

ニノから貰ったたからもの。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

バトルパート終了時、このパーツと基本パーツ1つ修復可。

移動１

移動１

妨害１

このパーツがバトルパート中に損傷した時、最大行動値+2。
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